
議会運営委員会　　久長　登良男委員長

第４回 議会報告会を開催

　

曽
於
市
議
会
で
は
、
５

月
24
日
（
日
）
午
後
２
時

か
ら
議
会
報
告
会
を
３
会

場
（
大
隅
・
末
吉
・
財
部
）

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
会
は
、
市
政

の
課
題
と
議
会
の
活
動
状

況
な
ど
を
市
民
に
報
告
ま

た
、
声
を
聞
い
て
、
今
後

の
議
会
活
動
に
活
か
す
た

め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
初
め
て
事
前

質
問
状
を
配
布
し
、
９
件

の
質
問
状
が
提
出
さ
れ
、

回
答
書
を
配
布
し
ま
し
た
。

当
日
は
３
会
場
に
市
民
55

名
の
参
加
が
あ
り
、
市
政

全
般
に
つ
い
て
多
く
の
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

事
前
質
問
状
の
一
部
抜
粋

質
問　

高
齢
化
に
よ
る
過

疎
化
対
策
、
空
き
家
対
策

に
つ
い
て

回
答　

市
と
し
て
も
定
住

促
進
対
策
と
し
て
、
住
宅

取
得
祝
い
金
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
、
危
険
廃
屋

解
体
撤
去
補
助
金
、
地
域

振
興
住
宅
の
整
備
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
議

会
と
し
て
も
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
策
定
の
中
で
積
極
的
に

政
策
提
言
を
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

会
派
設
立
の
趣
旨

及
び
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

回
答　

曽
於
市
議
会
基
本

条
例
の
第
４
条
で
、「
議

員
は
、
政
治
上
の
主
義
及

び
主
張
を
同
じ
く
す
る
複

数
の
議
員
で
調
査
研
究
、

政
策
立
案
等
を
目
的
と
す

る
団
体
と
し
て
会
派
を
結

成
で
き
る
」
と
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
政
策
集

団
で
あ
る
た
め
会
派
内
で

の
論
議
を
行
う
こ
と
で
、

議
員
の
資
質
向
上
に
役
立

つ
こ
と
や
会
派
を
単
位
と

す
る
た
め
能
率
的
な
運
営

が
で
き
る
こ
と
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
者
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

質
問　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

跡
地
利
用
検
討
委
員
会
の

設
置
に
賛
成
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
議
会
は
「
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
は
造
り
ま
せ

ん
」
と
認
め
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
な
の
に
今
に
な
っ
て

「
土
地
の
売
買
契
約
書
の

内
容
と
利
用
目
的
が
違
う

の
は
お
か
し
い
」
と
言
う

の
は
、
そ
れ
こ
そ
市
民
か

ら
み
た
ら
「
お
か
し
い
」

も
の
に
見
え
ま
す
。
議
会

は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

整
合
性
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
の
か
。
一
部
の
議
員

の
発
言
と
し
て
捨
て
置
か

ず
に
、
曽
於
市
議
会
は
ど

う
認
識
し
て
い
る
の
か
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

回
答　

地
権
者
の
方
か

ら
売
買
契
約
時
に
は
健
康

づ
く
り
と
観
光
目
的
で
建

設
す
る
か
ら
と
の
説
明
で

あ
り
、
市
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
と
考

え
、
土
地
を
譲
渡
さ
れ
た

が
、
企
業
誘
致
で
売
却
す

る
と
の
こ
と
を
聞
き
、
目

的
が
違
う
の
で
あ
れ
ば
契

約
者
に
説
明
さ
れ
る
な
り
、

希
望
者
に
は
売
買
契
約
を

白
紙
に
戻
し
て
ほ
し
い
と

の
異
議
申
立
の
相
談
等
が

あ
り
、
手
続
き
上
の
こ
と

で
質
問
し
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。

質
問　

児
童
・
生
徒
の
減

少
及
び
不
登
校
対
策
に
つ

い
て

回
答　

平
成
27
年
度
に

お
い
て
、
不
登
校
児
童
生

徒
の
解
消
に
向
け
て
、
新

た
に
適
応
指
導
教
室
を
設

置
し
、
不
登
校
児
童
生
徒

の
学
校
へ
の
復
帰
を
支
援

す
る
事
業
が
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
議
会
に
お
い
て

も
、
推
移
を
見
守
り
な
が

ら
、
調
査
、
研
修
を
行
い

不
登
校
児
童
生
徒
の
解
消

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

主
な
質
疑
や
意
見

質
問　

自
治
会
未
加
入
者

が
多
い
が
市
の
対
策
は
。

回
答　

自
治
会
加
入
促

進
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

今
後
議
会
も
対
策
を
検
討

し
た
い
。

質
問　

高
所
伐
採
作
業
の

幹
線
道
路
は
、
市
で
対
応

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答　

市
の
建
設
課
に
申

出
て
い
た
だ
け
れ
ば
順
次

対
応
し
て
い
ま
す
。

財部会場末吉会場 大隅会場
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質
問　

学
力
テ
ス
ト
の

結
果
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

今
後
の
対
策
は
。

回
答　

こ
れ
ま
で
も
学
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
県
平
均
に
届
か
な
い
。

土
曜
授
業
に
も
期
待
し
な

が
ら
、
学
力
優
良
県
を
参

考
に
し
、
さ
ら
に
学
力
向

上
対
策
に
努
め
る
。

議
会
報
告
会
ア
ン
ケ
ー
ト

よ
り

　

何
で
も
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
の
項
目
よ

り
抜
粋
し
て
あ
り
ま
す
。

•�

多
く
の
参
加
者
に
来

て
も
ら
う
た
め
に
は
、

今
回
の
よ
う
な
開
催

が
よ
い
と
思
う
が
Ｐ

Ｒ
を
よ
く
し
て
頂
く

こ
と
が
必
要
と
思
う
。

•�

質
問
に
つ
い
て
は
、

一
人
何
回
ま
で
と
し

た
方
が
良
い
の
で
は
。

•�

「
議
会
報
告
会
」
で

は
な
く
「
議
員
と
語

る
会
」
の
方
式
が
よ

い
。

•�

市
民
か
ら
の
声
を
も

っ
と
吸
い
上
げ
て
報

告
し
て
ほ
し
い
。

•�

５
月
・
６
月
は
農

業
は
忙
し
い
の
で
時

期
・
時
間
を
考
え
て

欲
し
い
。

ま
と
め

　

以
上
の
よ
う
な
質
問
や

意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
こ

の
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
、

議
員
が
一
般
質
問
を
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
報
告
会
で
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
っ

た
結
果
、
半
数
以
上
の
方

か
ら
、
市
議
会
の
内
容
が

よ
く
理
解
で
き
た
と
回
答

を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
報
告
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
多
く
の
貴
重

な
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
今
後
、
議

会
活
動
に
活
か
し
て
ま
い

り
ま
す
。

平成 26年度　政務活動費報告

会派名
自民さくら会 誠和会 日本共産党 無会派 計

10 人 4 人 2 人 1 人 17 人

所属議員

久長登良男
坂口幸夫
海野隆平

大川原主税
大川内冨男
九日克典
今鶴治信
上村龍生
渕合昌昭
岩水　豊

迫　杉雄
山田義盛

原田賢一郎
伊地知厚仁

徳峰一成
宮迫　勝

谷口義則

交付額（単位：円） 1,200,000 480,000 240,000 120,000 2,040,000

自己負担額 6,370 0 0 0 6,370

収入合計 1,206,370 480,000 240,000 120,000 2,046,370

内
　
　
訳

調査研究費 164,900 76,587 0 26,110 267,597

研修費 222,270 0 0 0 222,270

広報費 819,200 272,695 178,912 0 1,270,807

資料購入費 0 0 16,524 0 16,524

支出合計 1,206,370 349,282 195,436 26,110 1,777,198

返　納　額 0 130,718 44,564 93,890 269,172

※�政務活動費は、曽於市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として交付されるものです。
※�平成 26 年４月より政務活動費を１人当たり年額 12 万円交付を受け、年度末に収支報告書を提出し残額は返納します。
　�なお、無所属自由クラブ会派は、政務活動費の請求はありませんでした。
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